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試験実施日：2013年（平成 25年）5月 7日 
試験方法：ORAC（Oxygen Radical Absorbance Capacity) 分析 
試験機関：東和環境科学株式会社 
検 体 ：太平洋諸国の３つの異なる産地で生産されたタマヌオイル（A,B,C）と 

国内で市販されているエキストラ・バージン・オリーブオイル 
試験結果：以下のとおり。 
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Figure 3.Trolox Kinetic CurvesFigure 3.Trolox Kinetic CurvesFigure 3.Trolox Kinetic CurvesFigure 3.Trolox Kinetic Curves

Figure 4.Trolox Standard Curve Figure 4.Trolox Standard Curve Figure 4.Trolox Standard Curve Figure 4.Trolox Standard Curve 
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Figure 5. Figure 5. Figure 5. Figure 5. タマヌオイルタマヌオイルタマヌオイルタマヌオイルA A A A ののののKinetic CurvesKinetic CurvesKinetic CurvesKinetic Curves

検体抽出物検体抽出物検体抽出物検体抽出物ををををアッセイバッファアッセイバッファアッセイバッファアッセイバッファでででで100100100100倍希釈倍希釈倍希釈倍希釈したしたしたした。。。。

Tamanu oil, A
extract 1:100 dilution
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Figure 6. Figure 6. Figure 6. Figure 6. タマヌオイルタマヌオイルタマヌオイルタマヌオイルB B B B ののののKinetic CurvesKinetic CurvesKinetic CurvesKinetic Curves

検体抽出物検体抽出物検体抽出物検体抽出物ををををアッセイバッファアッセイバッファアッセイバッファアッセイバッファでででで100100100100倍希釈倍希釈倍希釈倍希釈したしたしたした。。。。

Tamanu oil, B
extract 1:100 dilution
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Tamanu oil, C
extract 1:100 dilution
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Olive oil, extra-virgin
extract 1:10 dilution
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Figure 7. Figure 7. Figure 7. Figure 7. タマヌオイルタマヌオイルタマヌオイルタマヌオイルC C C C ののののKinetic CurvesKinetic CurvesKinetic CurvesKinetic Curves

検体抽出物検体抽出物検体抽出物検体抽出物ををををアッセイバッファアッセイバッファアッセイバッファアッセイバッファでででで100100100100倍希釈倍希釈倍希釈倍希釈したしたしたした。。。。

Figure 8. Figure 8. Figure 8. Figure 8. エクストラバージンエクストラバージンエクストラバージンエクストラバージン オリーブオイルオリーブオイルオリーブオイルオリーブオイル ののののKinetic CurvesKinetic CurvesKinetic CurvesKinetic Curves

検体抽出物検体抽出物検体抽出物検体抽出物ををををアッセイバッファアッセイバッファアッセイバッファアッセイバッファでででで10101010倍希釈倍希釈倍希釈倍希釈したしたしたした。。。。
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Figure 9. Figure 9. Figure 9. Figure 9. 全全全全サンプルサンプルサンプルサンプル ののののKinetic Curves (n = 1)Kinetic Curves (n = 1)Kinetic Curves (n = 1)Kinetic Curves (n = 1)
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（余白）

All oil samples

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

18000

20000

0 20 40 60 80

Minutes

Fl
u

o
re

sc
e

n
ce

Blank

Tamanu A (1)

extract 1:100

dilution

Tamanu B (1)

extract 1:100

dilution

Tamanu C (1)

extract 1:100

dilution

Olive oil,

extra-virgin (1)

extract 1:10

dilution



【ORACオイル_メソッド】 
（抽出） 
 試料 1 gに 80% メタノールを 2 mL加え、2分間 vortexで振とうした。 
37℃の温浴バス中で 5分間超音波をかけ、室温で 10分間静置した。 
静置 5分後に 1分間 vortexで振とうした。 
3500回転、室温で 10分間遠心し、上清を回収した。 
当該抽出手順をもう一度繰り返し、抽出物を 4 mLに定容したものを分析試料とした。 
 
（測定） 
(1) 測定はグレーティングマイクロプレートリーダーSH‐ 9000Lab（CORONA 
ELECTRIC)で行った。 
プレートリーダー内を 37℃に設定し、一般的な ORAC法の条件で測定を行った。 
すなわち、AAPHをペルオキシラジカル発生源とし、Troloxをスタンダードとした。 
Troloxは 75 mMリン酸緩衝液（pH 7.4）で溶解し、50，25，12.5，6.25 microMの各濃度
になるよう調製した。 
試料抽出液はリン酸緩衝液で 10倍および 100倍に希釈し、1プレートに 3ウェルずつ分注
して行った。 
フルオロセインナトリウム塩、AAPHはリン酸緩衝液で溶解し、それぞれ30.6 nM、31.25 mM
となるように調製した。 
 
(2) 96ウェルマイクロプレートの各ウェルに 25 microLのサンプル、Trolox溶液、ブラン
ク（リン酸緩衝液）を分注し、150 microLのフルオセインナトリウム塩溶液を加えた。 
各ウェルに 25 microLの AAPHを加えて攪拌したのち、直ちに蛍光強度を測定した。 
その後各ウェル 60秒ごとに蛍光強度を記録して、その減衰を観察した。 
プレートリーダーのパラメーターは次の通り。 
測定法：カイネティック 
励起波長：485 nm 
蛍光波長：528 nm 
半値幅：12 nm 
測定回数：90回 
測定間隔：60秒 
攪拌時間：10秒間（初回のみ直線） 
 
（統計学的解析） 
ORAC分析のデータ集計や解析にはエクセル統計を用いた。 
親水性 ORAC 値は試料濃度に対する蛍光強度の減衰曲線下面積（net AUC）の回帰直線を
用いて計算した。 
値は Trolox 相当量として得られ、単位は micromol TE/100 g (TE : Trolox 相当量)とした。 
net AUC は Trolox または試料の曲線下面積 AUC からブランクの AUC を減じて得た。 




